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１
月
６
日
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
31
年
天
川

村
消
防
団
出
初
式
を
挙
行
し
た
と
こ

ろ
、
約
90
名
の
団
員
と
20
台
の
消
防

車
両
が
集
結
し
、
新
し
い
年
も
安
全

で
安
心
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た

め
消
防
団
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
車
谷
村
長
が
「
災
害
か

ら
命
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に
は
、
自
助
、
共

助
、
公
助
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
防

災
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

づ
く
り
は
、
住
民
生
活
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
消
防
防
災
行
政
の

充
実
は
私
ど
も
に
課
せ
ら
れ
た
重
大

な
責
務
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
防

災
力
の
向
上
に
向
け
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」
と
式
辞
し
、
続
い
て
根
来
団
長

よ
り
「
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う

消
防
基
本
を
重
視
し
た
う
え
で
全
団

員
が
一
致
団
結
し
、
一
人
一
人
が
努

力
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
期
待
に

添
え
る
よ
う
日
々
鍛
錬
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞

や
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
各
種
の
表
彰
が
執
り
行
わ

れ
、
こ
れ
に
対
し
表
彰
受
賞
者
を
代

表
し
て
第
２
分
団
前
岡
賢
治
氏
か
ら

「
本
日
の
こ
の
感
激
や
喜
び
を
一
層

の
励
み
と
し
、
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
な

い
消
防
人
と
し
て
、
そ
の
使
命
達
成

に
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
団
長
の
先
導
に
よ
り
主
催

者
・
来
賓
の
方
々
全
員
に
よ
る
視
閲

を
行
い
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
薬
師
橋
に
て
放
水

演
習
を
行
い
ま
し
た
。
新
年
の
門
出

を
祝
う
盛
大
な
演
習
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

平
成
31
年 

天
川
村
消
防
団
出
初
式
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今
年
の
天
川
村
消
防
団
出
初
式
に
お
け

る
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
天
川
村
長
表
彰

　

第
１
分
団　

団　

員　

橋
田　

晃
一

　

第
２
分
団　

団　

員　

桑
田　

雅
人

★
天
川
村
消
防
団
長
表
彰

　

第
２
分
団　

班　

長　

山
本　

晋
也

★
吉
野
警
察
30
年
勤
続
感
謝
状

　

本　
　

部　

副
団
長　

中
山
三
智
弘

★
吉
野
警
察
感
謝
状

　

第
１
分
団　

分
団
長　

花
谷　

智
樹

　

第
２
分
団　

部　

長　

前
岡　

賢
治

★
吉
野
警
察
感
謝
状
（
山
岳
救
助
隊
員
）

　

第
１
分
団　

班　

長　

梶　
　

隆
広

　

第
１
分
団　

班　

長　

奥
村　

正
史

（
敬
称
略
、階
級・勤
続
年
数・年
齢
順
）

★
奈
良
県
知
事
表
彰

　

第
１
分
団　

部　

長　

西
浦　

則
道

　

第
２
分
団　

班　

長　

鹿
尾　

善
之

★
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

第
１
分
団　
副
分
団
長　

久
保　

行
良

　

第
２
分
団　

班　

長　

名
迫　

宏
員

★
奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰

　

第
１
分
団　

団　

員　

西
村　

幸
永

　

第
２
分
団　

団　

員　

玉
井　

鉄
宗

　

第
３
分
団　

団　

員　

小
川　

憲
照

（
敬
称
略
、階
級・勤
続
年
数・年
齢
順
）

　

１
月
20
日
、
川
上
村
に
お
い
て
吉
野

支
部
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
郡
３
町
６
村
の
総
勢
３
０
０
名

の
団
員
と
25
台
の
車
両
が
集
ま
り
、
当

村
か
ら
は
根
来
団
長
以
下
15
名
の
消
防

団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
団
員
と
し
て
吉
野

郡
一
致
団
結
し
、
大
き
な
火
災
や
災
害

の
な
い
１
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
て
式

典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
に
お

け
る
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。 平

成
31
年
奈
良
県
消
防
協
会

吉
野
支
部
連
合
出
初
式

＜緊急地震速報とは＞
　緊急地震速報とは地震の発生直後に、震源に近い地震計でとらえた観測データを解析して
震源や地震の規模（マグニチュード）を直ちに推定し、これに基づいて各地での主要動の到
達時刻や震度を予測し、可能な限り素早く知らせる地震動の予報・警報です。

＜天川村の緊急地震速報の対応は＞
　天川村の緊急地震速報は、震源地に一番近い地震計で「推測震度５弱以上」奈良県で「推
測震度４」の場合、防災行政無線を通じて緊急地震速報を村内に放送します。

＜緊急地震速報を活用した避難訓練について＞
　緊急地震速報訓練は年間に数回気象庁より放送訓練が行われます。村内放送や、自治体放
送で訓練概要をあらかじめ周知いたしますので、地域の避難訓練等にご活用ください。

防災 てんかわ
第72回
◆ ～ 緊急地震速報について～ ◆
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　 　（先月号に引き続き、今月号も保険料の口座振替制度についてご案内いたします。）

　口座振替のお申し込みは、【国民年金保険料口座振替申出書】に必要事項を記入・押印し（金融機
関の届出印）、大和高田年金事務所へ郵送してください。または納付書・年金手帳のほか免許証など
の身分証明となるもの、通帳・金融機関届出印をご持参のうえ大和高田年金事務所または口座振替を
行う口座のある金融機関の窓口に提出してください。

　６か月前納の後半を除き、今月末（２月28日）が提出期限です。お申し込み前に、必ず提出期限
をご確認ください。また、郵送の場合は提出期限内に届くように、余裕をもって投函してください。
なお、１か月前納（早割）は随時受付しています。

※１　口座振替日が金融機関休業日(土曜日・日曜日・祝日)の場合は、翌営業日となります。

※２　平成30年度を基にした割引額です。平成31年度の保険料額は、平成31年２月下旬に告示される予定です。

前納種類 前納期間 提出期限 口座振替日　※１

６か月
４月　～　９月　　 ２月末 　４月末

１０月　～　翌年３月　 ８月末 １０月末
　１年 　４月　～　翌年３月　 ２月末 　４月末
　２年 　４月　～　翌々年３月 ２月末 　４月末

納付方法
　　　　　割引額　　　※２

備　考
口座振替 現金納付

通常納付
（翌月末振替・納付） 0円 0円

早　割
（当月末振替） 50円 －－－ 口座振替のみで現金納付

なし

６か月前納 1,110円 800円 口座振替は現金納付より
310円お得

１年前納  4,110円  3,480円 口座振替は現金納付より
630円お得

２年前納 15,650円 14,420円 口座振替は現金納付より
1,230円お得

　　　　　　　■住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内線１６５）

国民年金保険料口座振替のお申し込みは簡単！

「口座振替」と「現金納付」の比較

こ く み ん ね ん き ん
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平成30年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、

　　平成31年２月18日(月)から
　　　　平成31年３月15日(金)までです。

【確定申告会場開設日】
平成31年２月18日(月)

○�　税務署では、２月15日(金)までは通常の業務体制で事
務を行っていますので、確定申告の相談のある方は上
記期間（２月18日（月）以降）にお願いします。

○�　確定申告会場は、混雑状況によっては長時間お待ちい
ただくことがあります。

○�　申告会場では、16時まで申告相談の受付をしています
が、混雑状況により早めに終了する場合がありますので
ご了承ください。

お問い合わせ　吉野税務署　☎：0746－32－3385

吉野税務署からのお知らせ
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【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

２月９日（土）10：00〜16：00
冬の天川村も魅力がいっぱい！！観音峯に美しい霧氷を見に行きませんか？自然の大パノラマに
圧倒されること間違いなし！
【講　　師】職員
【集合場所】天川村役場【定　員】15名【時　間】10：00～16：00
【持ち物】弁当、水筒、帽子、タオル、雨具、防寒着具等【参加費】1,000円（小中学生半額）入浴券付

観音峯に綺麗な霧氷を見に行こう！

　平成３１年４月２１日執行予定の天川村長選挙における
立候補予定者説明会を下記の日時に行います。立候補を予
定されている方はご出席くださるようお願いします。
日　時：３月６日（水）午前１０時００分～
場　所：天川村山村開発センター ２Ｆ　２０２会議室

　登記、道路、郵便、年金、保険など、国や県・役場の仕事について、わからない
こと、困っていることがありましたら、行政相談委員が開催する行政相談所でお気
軽にお尋ねください。相談は無料で、秘密は厳守します。

＜行政相談委員が開催する行政相談所＞
　日　時：２月19日（火）　午後１時30分～午後４時
　場　所：山村開発センター
　相談のお相手：行政相談委員  中村　猛

　　　困ったら  一人で悩まず  行政相談
　　　　　　行政相談所を開催します

天川村長選挙 立候補予定者説明会について
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　天川村総合案内所は、平成31年２月１日～平成31年３月31日までの間、
毎週水曜日が休館日となります。観光等お問合せの際は、天川村役場地域政
策課へお問合せ下さいますようお願いします。

天川村役場　地域政策課　☎６３－０３２１

天川村総合案内所休館日のお知らせ

平成31年の各大字区長を紹介します。（平成31年１月９日現在）

各大字区長の紹介

大　字 区　長　氏　名 大　字 区　長　氏　名

洞　川 角　谷　甚四郎 坪　内 渡　邊　　　敦

北　角 桝　井　敏　告 九　尾 弓　場　　　昭

中　越 樋　口　潤　子 栃　尾 橋　本　公　則

川　合 牧　　　孝　志 和　田 上　西　良　継

沖　金 角　谷　律　子 篭　山 森　本　忠　弘

中　谷 河　北　和　久 庵　住 澤　村　貞　一

沢　原 森　田　幸　彦 山　西 西　村　保　幸

北小原 植　村　正　和 広　瀬 花　谷　光　信

五　色 西　本　　　力 塩　野 平　　　功　一

南日裏 前　田　敏　明
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健康福祉課だより
　これまで、介護保険料の負担を減少させる取り組みや健康に良い社会環境づくり「０次
予防」についてお知らせしてきましたが、これらは“誰もが健やかに暮らし続けられるむ
らづくり”を目的としています。つまり、高齢者は健康長寿、ボランティアは役割を得て
生涯現役、子世代は介護離職せずに済み、保険者は給付額が減って財政改善、事業者には
新しいマーケットや役割が生まれます。さらに、活力ある健康的なむらづくりを実現する
ためには、計画段階から客観的な評価基準を基に、将来を見据えたむらづくりを行う必要
があります。今回は、健康的なむらづくりに関する指標（SDGs）をご紹介します。
　SDGsとは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称
です。SDGsは2015年9月の国連サミットで採択されたもので、国連加盟193か国が
2016年～2030年の15年間で達成するために掲げた目標です。17の大きな目標と、それ
らを達成するための具体的な169のターゲットで構成されています。

「SDGs」についてお知らせ

します。

ピコ太郎さんがSDGsのPPAP
バージョンを作り国連で披露し
たことでニュースでも取り上げ
られました。

次号では17の大きな目標の中身を
ご紹介します。
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　気温の変化が激しく、乾燥する冬にはインフルエンザに限らず、風邪や感染性胃腸炎などの病気が
流行しやすい季節です。特にこの時期は、感染症が流行しやすいので、
感染予防をして、自分自身の健康を守りましょう。

★予防方法★
　●手洗い（外出後は石けんを使ってしっかり手を洗いましょう）
　●せきをしている人には近づかない（２ｍ程度以上あける）
　●不要不急の外出は避ける、人込みや繁華街になるべく近寄らない

　又万が一かかってしまった場合でも、感染者自身の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。是非咳エチ
ケットを実行して下さい。ご協力よろしくお願いします。

★咳エチケット★
　①咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。
　② マスクをもっていない場合には、ティッシュなどで鼻と口を覆い、他の人から顔をそむけて１ｍ

以上離れましょう。
　③鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てましょう。
　④咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。

★受診の際の注意点★
　・ インフルエンザ、感染性胃腸炎といった感染症を疑う場合は、必ず受診前に医療機関に電話連絡

をし、医療機関の指示に従って受診してください。
　・ また、体調の変化には十分ご注意いただき、異変を感じる場合は、くれぐれも無理をせず、速か

に医師にご相談ください。

　下記の日程で、すこやか健診（乳幼児健診）を実施いたします。対象となる
ご家庭には別途個人通知致しますので、必ずお越しください。

　≪持ち物≫　母子手帳・問診票（必要事項をご記入の上必ずご持参ください）

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっき
りとせず不安のある方など、どなたにもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となってお
りますので、予約制です。相談を希望される方は、下記までお申込みください。相談の内容などの秘
密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

インフルエンザなどの感染症にご注意を！！

心の健康相談のご案内

すこやか健診のご案内

日　　程 受付時間 場　　所

２月28日（木） 午後２時00分～午後２時15分 ほほえみポート天川
　　　　　　　２階

開催日：２月４日（月）　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
申込先：ほほえみポート天川　保健師まで　☎６３－９１１０
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　２月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 土

 17 日 

 18 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 19 火 診　　察 検 査 日  資源１

 20 水 診　　察 診　　察  

 21 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 22 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 23 土 

 24 日 

 25 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 26 火 診　　察 検 査 日  資源１

 27 水 診　　察 診　　察  

 28 木   診察（松村医師） 休　　診 すこやか健診 資源２

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（建国記念の日）

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　２月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 2 土 

 3 日 

 4 月 診　　察 診　　察 心の健康相談 燃　焼

 5 火 診　　察 検 査 日  資源１

 6 水 診　　察 診　　察 

 7 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 8 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 9 土 

 10 日 

 11 月

 12 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 13 水 診　　察 診　　察  資源１

 14 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  資源２

 15 金 診　　察 診　　察  燃　焼

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35〜

粗　大
（予約）
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　１月１日より「はたちの献血キャンペーン」が実施されています！
毎年冬場は、風邪などの体調不良が原因で献血に協力くださる方が少なくなり、血液不足は深刻にな
ります。命の維持に欠くことのできない血液は、科学が進歩し
た今もなお人工的に作ることも長期保存することもできず、
輸血に必要な血液の確保には、献血が必要です。
　献血は、身近なボランティアです。あなたの献血で、救える
命と未来があります。みなさまのご理解とご協力、よろしくお
願いします。

　個別に医療機関に受診して頂く「個別検診」の受付終了が迫っています。今までに検診を受けたこ
とのない方、症状があり心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」や「要精密検査」などの
判定を受けた方は、積極的に受診して下さい。
　受診を希望される方は、専用の受診票をお渡ししますので２月28日までにほほえみポート天川内
健康福祉課までお申し込みください。

＊＊＊＊ 今年度の受診を希望される方は、今月が最終受付になりますのでお急ぎください ＊＊＊＊

○ 乳がん検診・子宮がん検診につきましては、下記の生年月日に当てはまる方は平成29年度の個人
負担が無料となります。この機会に是非受診ください。

はたちの献血キャンペーン ～ 2月２８日まで

個別検診のお知らせ（最終のご案内です！！）

乳がん検診
40歳　昭和52年４月２日～昭和53年４月１日
45歳　昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
50歳　昭和42年４月２日～昭和43年４月１日
55歳　昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
60歳　昭和32年４月２日～昭和33年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成９年４月２日～平成10年４月１日
25歳　平成４年４月２日～平成５年４月１日
30歳　昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
35歳　昭和57年４月２日～昭和58年４月１日
40歳　昭和52年４月２日～昭和53年４月１日

胃内視鏡検診（胃カメラ） 乳がん検診 子宮がん検診

対象
（天川村民に限る） ５０歳以上の方 ４０歳以上の女性 ２０歳以上の女性

受 診 間 隔 ２年に１度 ２年に１度 毎　　年

受 診 会 場 南奈良総合医療センター 南奈良総合医療センター
鎌田医院 県内検診実施医療機関

自 己 負 担 ２，５００円 １，５００円 ２，０００円

ご不明な点につきましては、ほほえみポート天川内健康福祉課保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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　患者様の同意のもとで南奈良総合医療センターや五條病院，

吉野病院といった医療機関と電子カルテの医療情報(診察内容や

投薬内容)を共有しています。

まずは受診時にお気軽にご相談ください

または天川村国保診療所（☎６３－０３５５）までお問合せください

村民の４人に１人が登録

既に診療所に来院された方の４人に１人が

ふるさとネットやまとに登録されており、

これは南和地域では最も高い比率となっております。

さらなる登録率の向上にむけ，ご協力をお願いします。

ご存知ですか？

ふるさとネットやまと

より良い医療の提供を目指して

電子カルテの共有
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～天中生によるボランティア清掃活動～

　12月11日（火）天川中学校の生徒によるボランティア清掃活動が行われました。
　この活動は、昨年度までは、観光地である天川村へ訪れる人に気持ち良く過ごしてもらい
たいという思いから、天川中・洞川中それぞれの学校において、生徒会が中心となって実施
してきた活動です。
　統合1年目の今年は、役場駐車場公衆トイレや総合案内所トイレ、沢原の公衆トイレの清
掃をしてくれました。
　この日は気温が低く、とても寒い中の作業となりましたが、トイレの隅々まで美しく清掃
してくれ、観光客をはじめとした利用者が気持ちよく利用できるトイレになりました。
　天川中学校の皆さん、ありがとうございました。

自分たちの住む村を美しく
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　第５回目は、文化財保護の補助制度について説明します。
＜指定文化財の補助金制度＞
　村には、指定文化財（国、県、村）の管理又は維持・修理等および文化財保存施設（指定文化財を
祀るお堂や宝物庫等）の新設・維持・修理等の実施者に対し、補助金を交付する制度があります。補
助金額は、事業によって補助率が異なりますが限度額は一律1,000万円となっています。
※補助対象経費100万円未満の場合と住家は対象外となります。
　また、文化財保存施設については、原則１回だけの交付になります。

　補助金申請をする場合には、必要書類を提出し審査を受ける必要があります。また、村の補助だけ
ではなく、国、県の補助制度も併用できる場合もありますので、指定文化財および保存施設の修理等
の際には、教育委員会事務局にお問い合わせください。

村指定文化財の相談窓口
　教育委員会事務局　　☎63-0321

天川村の文化財　第５回　～不動明王立像及び二童子像～
　第５回目は、坪内地区にある来迎院の不動明王立像及び二童子像
について紹介します。
　この三体の像は、平安時代以降に造られた大阪滝谷不動の像を参
考に造られており、三体揃って無傷で現存している貴重な像です。
　三体はいずれも、一本の木を彫って造られる一木造りですが、中
央にある不動明王は頭部を他二体よりいくぶん大きく造られてお
り、着衣の表現を誇張するなど、平安時代の穏和な作風からは大き
くかけ離れた像となっています。一木造りは奈良時代から平安時代
に使われた手法で、鎌倉時代以降になると木を合わせて造る寄木造
りが主流になります。この事から、平安時代の手法を用いた鎌倉初
期のものではないかと推測されています。
　（村史より一部抜粋）

※昨年８月より正確な制作年代を測るための調査を行っています。

平安時代
（～1185）

この間に作られたのではないかと推測されている。

鎌 倉 時 代
（1185～1333）

室 町 時 代
（1336～）

指定文化財の補助制度について

不動明王立像及び二童子像
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天川村地域おこし協力隊だより　㉚

　皆さんこんにちは。
　地域おこし協力隊の安大です。
　天川村に来て１年以上が経ち、色々な活動を
させていただいているので、今回は改めて私の
活動を紹介させてください。

　私は主に洞川地区にある「シェアオフィス西
友」の運営と管理をさせて頂いております。
　そこでは1階のカフェ補助や、2階コワーキ
ングスペースの見学・利用者の対応などを行っております。この一年間村内、村外関わらず多
くの方にご利用いただき本当にありがとうございました。この施設を通して移住・定住者の増
加や、新しい仕事の創出などを行っていきたいと思っておりますので、村民さんのお困り事や
ご意見などもお聞かせください！
　その他の活動として、シェアオフィス西友のホームページの製作や運営、もみじ祭りなどの
イベントや行事のチラシや冊子の作成をしたり、コマドリケーブルでの地域おこし協力隊番組
の動画制作などもさせて頂いております。
　今後もイベントの撮影などでお住まいの地区にお邪魔させていただくこともあると思います
ので、今後ともよろしくお願いします！

　現在、天川村では新たな取り組みとして、旧天之川小学校の一部を
利用してのふぐの試験養殖プロジェクトが始まろうとしています。今
回そのＰＲの一環として、村民の皆様にふぐに親しんでもらおうと、
天川村役場にふぐを迎えることになりました。現在は天川村役場入り
口に水槽を設置して、２匹のとらふぐを飼育しています。
　来庁の際は愛嬌があり、ゆったりと泳ぐふぐ達を是非ご覧になって
いって下さい。

天川村役場にふぐが来た！

ふぐはリラックスすると横たわって動かなくなることが

あるそうです。元気なさげに見えますが決してやる気が

ないわけではありません！休んでいるだけです！
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I N F O R M A T I O N

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

２
月
12
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
整
形
外
科
部
会
）

　

２
月
19
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

※
受
付
締
切
２
月
15
日
（
金
）

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）

　

２
月
22
日
（
金
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

２
月
22
日
（
金
）
午
後
３
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

開
催
日
時

　

平
成
31
年
３
月
７
日
（
木
）

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所

　

奈
良
県
橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
２
階　

会
議
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

講
演
内
容

　
�

「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
め
ま
い
難
聴
対

策
」

　

奈
良
県
立
医
科
大
学

　

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座

　

教
授　

北
原　

糺

無
料
相
談

　

耳
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
に
関
す
る
相
談

　

担
当
医
師
：
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
４
︱
23
︱
７
７
９
６

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す

※�

講
演
に
置
い
て
は
、
要
約
筆
記
を
行
い
ま

す
※�

当
日
、
会
場
に
て
聴
力
検
査
及
び
補
聴
器

の
相
談
も
行
う
予
定
で
す

開
催
日
時

　

平
成
31
年
３
月
16
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所

　

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
ア
リ
ー
ナ
奈
良

　

奈
良
県
橿
原
市
畝
傍
町
51

　

橿
原
公
苑
内　

旧
第
１
体
育
館

対
象

　

�

学
生
（
高
校
・
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

（
２
０
２
０
年
卒
業
予
定
者
を
含
む
全
学

部
全
学
年
）

　

�

一
般
休
職
者
（
未
経
験
・
無
資
格
・
復
職

者
等
）

内
容

◎
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

午
前
11
時
～
正
午

　

�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
～
事
業
所
プ
レ
ゼ

ン
大
会

　

午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

　

応
援
ト
ー
ク

◎
ア
リ
ー
ナ
イ
ベ
ン
ト

※�

３
ブ
ー
ス
以
上
訪
問
し
た
方
に
は
ス
ウ
ィ

ー
ツ
・
カ
フ
ェ
飲
食
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

　

�
面
接
会
（
60
ブ
ー
ス
）
、
業
界
体
験
、
業

界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
資
格
・
認
証
等
相
談

の
各
ブ
ー
ス

費
用
等

　

�

参
加
費
無
料（
事
前
申
込
不
要
、服
装
・
入

退
場
自
由
、未
経
験・無
資
格・復
職
Ｏ
Ｋ
）

※�

先
着
１
０
０
名
に
準
グ
ラ
ン
プ
リ
ス
ウ
ィ

ー
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
４
︱
29
︱
０
１
６
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
４
︱
29
︱
６
１
１
４

　

放
送
大
学
で
は
２
０
１
９
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
10
代
か
ら

90
代
の
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○�

満
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や

自
己
実
現
な
ど
、
生
涯
学
習
を
目
指
せ
ま

す
。

○�

満
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
書
類
選
考
に
よ
り
、
大
学
卒

業
を
目
指
す
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
ま
す
。

○�

高
校
卒
業
等
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
、
所
定
の
16
単
位
以
上
を
習

得
し
、
満
18
歳
以
上
に
な
れ
ば
、
大
学
卒

業
を
目
指
す
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
が

出
来
ま
す
。

予
約
不
要

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

　

�

耳
に
関
す
る
「
講
演
会
」
と

「
無
料
相
談
」
に
つ
い
て

　

�

「
福
祉
の
お
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
１
９

in
奈
良
」
開
催
に
つ
い
て

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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出
願
期
間

　

第
１
回　

平
成
30
年
12
月
１
日
（
土
）
～

　

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）

　

第
２
回　

平
成
31
年
３
月
１
日
（
金
）
～

　

平
成
31
年
３
月
17
日
（
日
）

出
願
方
法

　

郵
送
ま
た
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
問
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
︱
20
︱
７
８
７
０

３
月
１
日
～
３
月
７
日

春
季
火
災
予
防
運
動
実
施

　

統
一
標
語
「
忘
れ
て
な
い　

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に
火
の
用
心
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す

の
で
、
火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

●
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

●�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

●�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

●�

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

●�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

●�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
つ
く
る
。

火
災
・
救
急
は
１
１
９

　

つ
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

　

下
市
消
防
署　

天
川
分
署

　

http://www.naraksk119.jp/

　

鉄
欠
乏
性
貧
血
は
、
そ
の
名
の
通
り
鉄
欠
乏

が
原
因
で
起
こ
る
貧
血
で
す
。
鉄
欠
乏
を
起
こ

す
理
由
と
し
て
は
鉄
分
の
摂
取
不
足
や
、
出
血

に
よ
る
鉄
分
の
喪
失
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
食
生
活
の
見
直
し
と
と
も
に
胃

や
腸
な
ど
か
ら
の
出
血
が
無
い
か
ど
う
か
、
特

に
中
高
年
の
方
で
は
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
な
ど

を
念
頭
に
置
い
た
精
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
女
性
で
は
、
子
宮
筋
腫
な
ど
の
婦
人
科
系

疾
患
の
存
在
に
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
が
み
ら
れ
た
場
合
は
他
の

病
気
が
潜
ん
で
い
な
い
か
ど
う
か
調
べ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

貧
血
の
一
般
的
な
症
状
と
し
て
、
息
切
れ

や
疲
れ
や
す
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

が
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
に
み
ら
れ
る
症
状
・
徴

候
と
し
て
、
舌
炎
（
舌
が
痛
む
）
、
嚥
下
障

害(

物
が
飲
み
込
み
に
く
い
）
、
ス
プ
ー
ン

状
爪
（
爪
が
ス
プ
ー
ン
状
に
反
り
返
る
）
、

異
食
症
（
氷
な
ど
を
無
性
に
食
べ
た
く
な

る
）
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
病
気
が
見
つ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
は
、
原
因
と
な
っ
て
い
る
病
気
が
あ

れ
ば
そ
の
治
療
を
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

そ
し
て
鉄
分
を
補
充
す
る
た
め
に
食
事
療
法

や
鉄
剤
の
投
与
が
行
わ
れ
ま
す
。
食
事
に
関

し
て
は
、
鉄
含
有
量
の
多
い
食
品
（
肉
類
、

カ
ツ
オ
、
マ
グ
ロ
、
ひ
じ
き
、
ほ
う
れ
ん
草

な
ど
）
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
鉄
剤

は
内
服
治
療
が
原
則
で
す
が
、
静
脈
注
射
で

投
与
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
貧
血
が
改
善

し
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
治
療
を
や
め
て

し
ま
う
と
貧
血
が
再
発
し
や
す
い
の
で
、
鉄

分
が
体
に
十
分
蓄
え
ら
れ
る
ま
で
治
療
を
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

　

皆
様
か
ら
御
寄
付
し
て
頂
き
ま
し
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動

助
成
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
助
成
及
び
地
域
福
祉
活
動
の
運

営
に
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

① ② ③ ④

地域福祉ボランティア基金
金、１００，０００円

洞川　久　保　行　良 様
（亡父　雄三郎様ご供養として）

ありがとうございました

　

�

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

�

鉄
欠
乏
性
貧
血
に
つ
い
て



　１０月１４日・１５日の旅程で、天川小学校６年
生１１名は広島へ修学旅行に行ってきました。１日
目のメインは原爆ドーム・平和公園での平和学習で
す。全校児童で折った千羽鶴を届けた後、被爆体験
をもつ語り部の方のお話を聞かせて頂き、あらため
て平和の大切さを学びました。
　２日目も好天に恵まれ、早朝より潮の引いた厳島
神社を訪れました。その後は、もみじ饅頭作りを体
験し、マツダミュージアムを見学しました。子ども
たちは、この旅行を通して沢山のことを学び、楽し
い思い出を作りました。
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天川小学校の日々の取組をホームページで紹介しています。　　アドレス　http://web1.kcn.jp/tenkawa-syo/
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２
月
の
行
事
と
建
国
記
念
の
日
に
つ
い
て

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
一
月
が
た
と
う
と
す
る
２
月
で
す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

例
年
に
比
べ
て
今
年
の
初
頭
は
暖
か
く
、
雪
も
少
な
め
で
し
た
が
、
昨
今
の
気
象
や
自
然
の
不
安
定
さ
を
考
え
る

に
、
急
な
冷
え
込
み
が
来
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
と
も
、
春
を
迎
え
る
ま
で
油
断
せ
ず
寒
さ
、
雪
等
に
備
え

ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
全
国
的
に
み
れ
ば
火
災
等
は
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
乾
燥
す
る
季
節
で
あ
り
、
天
川
村
内

で
も
暖
房
器
具
を
よ
く
使
う
こ
と
か
ら
、
火
災
に
関
す
る
備
え
は
と
て
も
大
切
で
す
。
皆
様
も
火
の
用
心
、
ご
注
意
下

さ
い
。

　

２
月
の
村
内
の
行
事
で
す
が
、
今
年
も
２
月
３
日
頃
節
分
に
関
す
る
祭
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
龍
泉
寺
で
は
３
日
午

後
７
時
よ
り
、
本
堂
に
て
星
祭
節
分
会
護
摩
供
が
行
わ
れ
ま
す
。
天
河
大
辨
財
天
社
で
は
、
２
日
の
午
後
７
時
よ
り
鬼

の
宿
（
神
迎
え
の
神
事
）
が
行
わ
れ
、
３
日
に
は
午
前
11
時
か
ら
節
分
祭
が
始
ま
り
、
正
午
に
は
各
種
の
祈
り
を
込
め

て
諸
願
成
就
採
燈
大
護
摩
厳
修
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
日
午
後
８
時
か
ら
は
岡
野
弘
幹
氏
に
よ
る
節
分
年
明
け
音

霊
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
節
分
の
風
物
詩
と
し
て
の
恵
方
巻
き
で
す
が
、
今
年
の
恵
方
は
「
東
北
東
や
や
東
」

に
な
る
そ
う
で
す
。
食
べ
る
際
は
そ
ち
ら
を
向
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
11
日
に
は
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て

南
北
朝
時
代
の
南
朝
の
天
皇
の
方
々
へ
の
遺
徳
を
偲
ぶ
、
位
衆
傅
御
組
（
い
し
ゅ
う
お
と
な
ぐ
み
）
に
よ
る
御
朝
拝
式

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
年
の
中
に
は
様
々
な
祝
日
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
１
月
に
は
元
日
や
成
人
の
日
が
あ
り
ま
し
た
が
、
２

月
に
は
御
朝
拝
式
も
行
わ
れ
る
11
日
に
建
国
記
念
の
日
が
あ
り
ま
す
。
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
の
中
で
こ
の
祝
日

は
「
建
国
を
し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を
養
う
」
こ
と
が
趣
旨
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
祝
日
と
し
て
の
名
前
が
建

国
記
念
日
で
は
な
く
、
建
国
記
念
„
の
”
日
と
な
っ
て
い
る
の
に
も
理
由
が
あ
り
ま
す
。
元
々
日
本
が
日
本
と
し
て
建

国
し
た
日
、
と
い
う
の
が
明
確
で
な
い
た
め
、
神
武
天
皇
が
即
位
し
た
と
さ
れ
る
日
（
旧
暦
紀
元
前
６
６
０
年
１
月
１

日
）
を
明
治
時
代
に
現
在
の
暦
に
当
て
は
め
た
日
と
し
て
２
月
11
日
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
史
実
と
し
て
建
国
し

た
記
念
の
日
で
は
な
く
、
建
国
し
た
と
い
う
事
柄
を
祝
う
と
言
っ
た
意
味
も
込
め
ら
れ
た
建
国
記
念
„
の
”
日
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
元
々
こ
の
日
を
祝
日
と
し
た
の
は
明
治
時
代
に
制
定
さ
れ
た
紀
元
節
と
い
う
も
の
で
す
が
、
こ
ち

ら
は
一
度
戦
後
に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
国
を
祝
う
日
を
求
め
る
声
も
根
強
く
、
議
論
を
繰
り
返

し
、
法
案
の
提
出
と
廃
案
を
繰
り
返
し
た
末
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
議
論
の
中
で
日
付
を
い

つ
に
す
る
か
も
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
祝
日
の
中
で
も
少
し
特
殊
な
日
付
の
指
定
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
祝
日
が
祝
日
法

の
中
で
日
付
ま
で
定
ま
っ
て
い
る
中
、
建
国
記
念
の
日
だ
け
は
政
令
で
定
め
る
日
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
別
途
「
建
国
記
念
の
日
と
な
る
日
を
定
め
る
政
令
」
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
い
う
国
が
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
く
と
も
私
た
ち
は
今
日
本

と
い
う
国
に
住
む
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
建
国
記
念
の
日
に
は
建
国
さ
れ
た
こ
と
、
そ

し
て
今
ま
で
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


